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１．平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日）

（１）連結経営成績（累計）                                               　　　　　　　　　　　　　  （％表示は、対前年同四半期増減率）

％ ％ ％ ％

29年3月期第2四半期

28年3月期第2四半期

円   銭 円   銭

29年3月期第2四半期 ―
28年3月期第2四半期 ―

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％

29年3月期第2四半期

28年3月期

(参考)自己資本 　　29年3月期第2四半期  1,301,312百万円     28年3月期  1,328,483百万円

２．配当の状況

円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

28年3月期

29年3月期

29年3月期 (予想)

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

（注） 29年3月期の期末の配当金につきましては、公表が可能になった時点で速やかに開示する予定です。

３．平成29年3月期の連結業績予想（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

％ ％ ％ ％

（注） 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：有

    （％表示は、対前期増減率）

－ － －
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81,254 △ 40.6
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(注）　包括利益　29年3月期第2四半期   26,422百万円（△67.5％） 　28年3月期第2四半期   81,257百万円（△23.1％）

平成29年3月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成28年10月31日
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※　注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　　　（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：　無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：　無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：　有

②　①以外の会計方針の変更 ：　無

③　会計上の見積りの変更 ：　無

④　修正再表示 ：　無

（注） 詳細は、添付資料P.９ 「３．注記事項に関する情報　（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

・修正再表示」をご覧下さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数(自己株式を含む)  28年3月期

②　期末自己株式数  28年3月期

③　期中平均株式数(四半期累計)

※

※

29年3月期2Q

11,300,237株

195,638,606株

29年3月期2Q

29年3月期2Q

193,904,637株

204,072,715株

業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記述されている業績予想および将来予想は、主要市場における製品の需給動向、競合状況、経済情勢その他に

不透明な面があり、実際の業績は見通しと異なる可能性があることをご承知おき願います。なお、平成29年3月期の期末の

予想配当金につきましては、公表が可能になった時点で速やかに開示する予定です。

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

205,942,215株

10,208,182株

四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示

28年3月期2Q
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する説明 

 

当第２四半期における当社グループの業績は次のとおりです。 

ＦＡ部門については、ＣＮＣシステムの主要顧客である工作機械業界は、中国

において一時的な需要の増加により活発な動きが見られたものの、その他のアジ

アや欧州などにおいて厳しい状況が続きました。また、国内においても低調に推

移しました。レーザについては、ＣＯ2レーザ発振器の需要が減少するなか、ファ

イバーレーザ発振器を市場に投入し、拡販に注力しました。ＦＡ部門全体の売上

高は前年同期に比べ減少しました。 

ロボット部門については、海外では、中国向けの売上が前年同期に比べ増加し、

また国内においても自動車産業向けを中心に堅調でした。一方で欧米の自動車産

業等が設備投資の谷間であったことで、ロボット部門全体の売上は前年同期に比

べ減少しました。 

ロボマシン部門については、ロボドリル（小型切削加工機）においてＩＴ関係

の一時的需要が非常に好調であった前年上半期以降ほぼ終息に向かったため、売

上は大幅に減少しましたが、自動車、二輪車部品加工市場などでその販路は着実

に拡大しました。ロボショット（電動射出成形機）においても、ＩＴ関係の需要

停滞に伴い売上は若干減少しましたが、二材成形オプションの市場投入などによ

り新たな販路の開拓に努めました。ロボカット（ワイヤカット放電加工機）にお

いても売上は若干減少しましたが、大型機の市場投入など拡販に向けた整備を図

りました。 

このようななか当社グループは、「one FANUC」、｢壊れない。壊れる前に知らせ

る。壊れてもすぐ直せる｡」および「サービス・ファースト」をスローガンに掲げ、

当社商品およびサービスについてお客様にご安心いただけるための取り組みをグ

ループ一丸となって行うとともに、FIELD (FANUC Intelligent Edge Link and 

Drive) system による IoT への対応を加速させるなど、今後の事業の安定と発展の

ための取り組みを推し進めました。 

当第２四半期における連結業績は、売上高が 2,571 億８百万円（前年同期比

26.5％減）、経常利益が 812 億 54 百万円（前年同期比 40.6％減）、四半期純利益が

601 億 74 百万円（前年同期比 34.5％減）となりました。  

なお、部門別の売上高につきましては、ＦＡ部門が 838 億 77 百万円（前年同期

比 13.2％減）、ロボット部門が 882 億 10 百万円（前年同期比 4.5％減）、ロボマシ

ン部門が 474 億 14 百万円（前年同期比 60.4％減）、サービス部門が 376 億７百万

円（前年同期比 8.9％減）でした。 
※  [当四半期決算に関する定性的情報] における「四半期純利益」は、損益計算書におけ

る「親会社株主に帰属する四半期純利益」を指します。(当期純利益もこれに準じます。) 

 
 
（２）連結財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

資産合計は、前年度末比 325 億 78 百万円減の１兆 4,803 億 17 百万円となりま
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した。主な減少は現金及び預金が 515 億 34 百万円となっております。  

また、負債合計は、前年度末比 49 億 28 百万円減の 1,730 億 57 百万円となりま

した。  

純資産合計は、前年度末比 276 億 50 百万円減の１兆 3,072 億 60 百万円となり

ました。 

なお当社は、当社の株主還元方針（平成 27 年４月 27 日公表）に基づき、発行

済株式総数の５％を超える自己株式（1,869,500 株、133 億 79 百万円）を平成 28

年６月８日付で消却いたしました。（本消却に伴う純資産合計額への影響はありま

せん。） 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年度

末比 515 億 34 百万円減の 7,801 億 28 百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、前年同期比 98 億 34 百万円減の 706 億 60 百万

円であり、これは主に税金等調整前四半期純利益が減少したことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、前年同期比 175 億 96 百万円増の 489 億 50 百

万円であり、これは主に有形固定資産の取得による支出が増加したことによるも

のです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、前年同期比 429 億 28 百万円減の 540 億 56 百

万円であり、これは主に配当金の支払額が減少したことによるものです。 

 

 

（３）連結業績予想に関する説明 

 

当社グループを取り巻く事業環境は、不透明な状況が続いています。現時点に

おける連結業績予想は以下のとおりです。 
 
通期  

          （金額：百万円） 

 前回発表予想 

（平成28年7月 

 27日発表） 

今回発表予想 増減率 

売上高 508,800 501,900 △1.4％ 

営業利益 134,100 134,700 0.4％ 

経常利益 142,500 142,200 △0.2％ 

当期純利益 103,300 104,100 0.8％ 
 
注）平成28年10月から平成29年３月までの期間における為替レートは、平均 

100円/ドル、110円/ユーロを想定しております。 
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３. 注記事項に関する情報

該当事項はありません。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 当社は、平成28年５月27日開催の取締役会決議に基づき、平成28年６月８日付で、自己株
式1,869,500株の消却を実施いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資
本剰余金が２百万円、利益剰余金が13,377百万円、自己株式が13,379百万円それぞれ減少
しております。

該当事項はありません。

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
　　（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（会計方針の変更）
　 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務
上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用
し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率
法から定額法に変更しております。
　 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

ファナック㈱(6954)平成29年3月期第2四半期決算短信 

9



決算発表補足資料 
 

 
１ 連結業績（平成２８年４月～平成２８年９月） 

１）純利益    ６０２億円（前年同期比 ３５％減） 
 
２）売上高   ２，５７１億円（前年同期比 ２７％減） 

 
３）営業利益    ７８４億円（前年同期比 ３８％減） 

経常利益    ８１３億円（   同     ４１％減）売上高経常利益率 31.6% 
   

  ４）部門別売上高  
    ＦＡ      ８３９億円（前年同期比 １３％減） 
    ロボット    ８８２億円（   同     ５％減） 
    ロボマシン   ４７４億円（    同   ６０％減） 
  サービス  ３７６億円（    同    ９％減） 
 
  ５）受注高   ２，６９０億円（前年同期比 １４％減） 
 
２ ２８年度通期業績予想  
    売上高   ５，０１９億円（前年比    ２０％減） 

 営業利益  １，３４７億円（ 同     ３８％減） 
    経常利益  １，４２２億円（ 同     ３８％減） 
    純利益   １，０４１億円（ 同      ３５％減） 
 
 
３ 連結業績推移（単位 億円） 
 

     

売上高

経常利益 

純利益 

※ 本補足資料における「純利益」は、「親会社株主に帰属する当期純利益」を指します。




